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3-2 ETC普及促進の取組み 

 
 

平成 20年度を目標とする都市高速における対距離料金制への移行を目指し、Ｅ
ＴＣの普及促進に取り組んでいるところですが、平成１８年春８５％のＥＴＣ利用率を
目標にＥＴＣの普及促進策を具体的に展開していくことが必要となっています。 
 
【施策の内容】 
これまでもＥＴＣ普及促進の取組みを展開。 
・ ＥＴＣ利用環境整備 

専用レーン設置料金所数の拡大、本線料金所の専用レーン複数化（１６料金所） 
本線料金所の手前に「ＥＴＣカード未挿入お知らせアンテナ」を設置（９箇所） 

・ 多様で弾力的な料金施策 
首都高速ＥＴＣモニター料金半額プレゼント、首都高速ＥＴＣ前払割引（期間限 
定）、ＥＴＣ特定料金区間、環境ロードプライシング、夜間割引社会実験 等 

・ 広報活動の推進 
首都高速版ＥＴＣ割引総合パンフの作成・配布、ＥＴＣ普及促進ＰＲカードの活用、 
公団ホームページの活用、ワンストップサービスの実施（大黒ＰＡ、川口ＰＡ） 等 

 
平成１７年度は以下の取組みを実施。 
・ ＥＴＣ利用環境整備 
   専用レーン化の促進、二輪車へのＥＴＣサービス導入（試行）、デポジット方式

のカードの導入検討 
・ 多様で弾力的な料金施策 
   ＥＴＣ首都高速 5％オフキャンペーンの導入、総合的なＥＴＣ後納割引制導入、

首都高速ＥＴＣモニター料金半額プレゼントの継続、夜間割引社会実験、湾岸
線（横浜地区）割引社会実験 等 

・ 広報活動の推進 
ワンストップサービスの継続実施（大黒ＰＡ） 等 

 
◎ 料金所における渋滞緩和効果  
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図 １８本線料金所におけるＥＴＣ利用率と渋滞量の推移 

《料金所渋滞緩和の状況（大師本線料金所）》

ＥＴＣ利用率

の上昇に伴い、

料金所の通過が

スムーズにな

り、料金所渋滞

が 7割減少。



４-1 利用促進策の展開

民営化に向けて経営の健全性、自立性が求められており、今後の一層の首都

高速道路の利用の促進を図ることが喫緊の課題となっています。このため、首

都高速道路をとりまく外的、内的要因の現状分析により、当面の利用促進すべ

き対象を絞り込み、対象毎に実践的、効果的な方策をとりまとめ、着実に利用

促進に向けて方策を実施します。 
 
【施策の内容】 
具体的な利用促進方策としては、 
① 大口利用者に対するトップセールス、ダイレクトメールの送付 
② テーマパーク等沿道大規模集客施設との連携  
③ 女性ドライバー懇談会 
④ ホームページ上に女性向けカーライフサイトの掲示 
⑤ 実写映像による運転シミュレーターのホームページでの公開 
⑥ 地方公共団体等との連携による観光地情報等のＰＡでの提供 
⑦ ＥＴＣ普及促進を目的としたＥＴＣワンストップサービス 
⑧ 料金所等のハード、ソフト的なサービス向上等 
を実施する予定です。 
また、実施後の効果についてはメールアンケート等の活用により、方策の認

知度、効果等について検証し、より効果的な施策に見直しをかけて行きます。 
 
                 
 

 
  
 
 
 
                      

 
 

女性向けホームページもスタート
実施後の効果の検証 

利用促進方策見直し

利用促進方策の実施

利用促進方策の企画 












